
第２回不動産投資に対する意識調査

～マンション価格高騰と人口動態にあわせて注目物件・
エリアが変化～

グローバル都市不動産研究所
レポート第16弾

2022.6.21

一般消費者の投資・不動産投資に対する興味 投資に興味が増す

投資用不動産保有のきっかけ・目的 若年層で老後・税金対策が増加

不動産投資家の注目エリア・物件 価格高騰や人口動態変化を反映

01

02

03

04 都市政策の専門家 市川宏雄所長による分析結果統括
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一般消費者の投資・不動産投資に対する興味

投資に興味あり 昨年の41.4％から45.2％に3.8㌽向上
不動産投資に少なからず興味 昨年の36.0％から39.1％にアップ

不動産投資の意識を経年比較

グローバル都市不動産研究所（以下、「当研

究所」）では、全国の20代～60代の１万人以上

を対象に、投資や不動産投資に対する興味・関

心を尋ねる内容と、投資用不動産所有者400人

1

に対して投資目的・投資意向を尋ねる調査を実

施しました。

当研究所では同様の調査を2021年１月にも実

施しています（2021年5月20日に同研究所の第

10弾研究レポートとして発信）。今回が２回目

となり、経年比較を中心にまとめました。

調査概要

■調査方法：インターネット調査

■調査期間：2022年１月13日～17日

■調査対象：

①全国の一般消費者 13,207人

・年代 20代1,151人、30代2,828人、40代5,406人、

50代2,383人、60代1,439人

・職業 経営者・役員236人、会社員4,986人、

公務員483人、自営業・自由業764人、

専業主婦・主夫2,704人、パート・アルバイ

ト2,770人、その他1,264人

・年収 500万円未満4,956人

500万円以上1,000万円未満4,467人、

1000万円以上1,269人

②投資用不動産保有者 400名

・年代 20代52人、30代120人、40代120人

50代54人、60代54人

・職業 経営者・役員17人、会社員203人、

公務員25人、自営業・自由業38人、

専業主婦・主夫48人、パート・アル

バイト 44人、その他25人

・年収 500万円未満100人、

500万円以上1,000万円未満161人、

1000万円以上139人
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①【一般】投資に対する興味

貯蓄から投資へ？投資の興味度UP

投資に対する興味を尋ねたところ、「とても

興味がある」（18.6％）、「やや興味がある」

（26.6％）をあわせた45.2％が投資に「興味があ

る」と回答していました。「興味がある」は、

昨年の41.4％から45.2％に3.8㌽増えています。

属性別にみると、性別では男性、年代では若

年層、年収では高額所得層の方が投資に興味が

強い傾向があります。

昨年と比べると、年代・居住地・年収を問わ

ずに投資に対する興味が増していることが分か

りました。貯蓄から投資に対する意識が浸透し

てきている様子が読み取れます。
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Q1. あなたは投資に興味がありますか。

とても興味がある やや興味がある どちらともいえない

あまり興味がない 全く興味がない

投資に「興味あり」が3.8㌽UP（とても興味がある+やや興味がある）
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男性 30.1 26.3 13.4 9.8 20.4
女性 13.8 26.7 16.1 14.6 28.6
25～29歳 24.7 29.4 12.8 11.0 22.2
30～39歳 22.3 28.2 14.4 10.1 25.0
40～49歳 17.9 26.9 16.8 13.3 25.0
50～59歳 14.8 24.3 14.4 15.8 30.7
60～69歳 15.1 23.9 15.4 16.6 29.0
北海道 13.6 22.8 16.8 13.3 33.5
東北 17.6 25.7 16.6 16.2 24.0
関東 21.1 27.1 14.2 12.4 25.2
中部 15.8 27.2 16.1 13.4 27.5
関西 18.0 27.0 15.5 14.6 24.9
中国・四国 16.7 24.4 18.0 14.6 26.4
九州・沖縄 17.4 26.5 15.7 11.2 29.2
500万円未満 16.8 26.6 14.5 14.1 28.0
500～700万円未満 19.4 29.9 14.9 13.9 22.0
700～1,000万円未満 24.9 31.3 14.0 12.2 17.7
1,000～2,000万円未満 34.5 27.7 12.1 8.9 16.9
2,000万円以上 43.5 29.0 4.0 3.2 20.2
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男性 2.1 2.2 -1.0 -1.1 -2.2
女性 0.5 3.4 1.8 -0.1 -5.8
25～29歳 -0.1 2.8 -1.4 1.5 -2.7
30～39歳 1.4 4.3 1.5 -2.8 -4.4
40～49歳 1.2 3.9 0.7 0.5 -6.4
50～59歳 -0.6 2.4 0.4 0.2 -2.5
60～69歳 0.8 -0.4 3.1 -0.8 -2.8
北海道 -0.2 4.8 3.6 -0.7 -7.4
東北 4.1 0.6 2.4 3.5 -10.4
関東 0.3 3.8 0.6 -0.8 -3.8
中部 0.5 3.2 1.3 0.4 -5.4
関西 0.3 2.4 0.6 0.6 -3.9
中国・四国 3.1 1.2 4.4 -2.0 -6.7
九州・沖縄 1.9 3.0 -2.0 -1.8 -1.2
500万円未満 0.8 3.3 0.2 0.2 -4.5
500～700万円未満 0.9 3.2 0.5 -0.7 -3.8
700～1,000万円未満 0.4 2.7 2.7 0.0 -5.7
1,000～2,000万円未満 4.0 1.7 0.8 -2.4 -4.0
2,000万円以上 1.6 12.1 -4.1 -5.7 -4.0

性別

年代

居住地

年収

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％ 各属性の変動（今年ー前年）
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②【一般】不動産投資に対する興味

女性や若年世代が現物資産に関心？

不動産投資に投資に対する行動や興味を尋ねた

ところ、「現在不動産投資の収入メインで生活を

している」(0.6％)、「副業として不倒産投資を運

用している」(2.7％)、「興味があり、セミナーや

説明会に足を運んだことがある」(3.4％)、

「興味はあるが実際に行動したいことはない」

(32.4％)で、少なからず興味を持っている層は

39.1％（前年36.0％）でした。

属性別に経年比較すると、性別では女性、年代

では若年層で不動産投資に対する興味が増してい

るように見えます。女性や若年世代が「現物資

産」に魅力を感じているのかもしれません。

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％ 各属性の変動（今年ー前年）
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Q2.あなたは不動産投資に対し、どの程度興味がありますか。

現在不動産投資の収入メインで生活をしている 副業として不動産投資を運用している

興味があり、セミナーや説明会に足を運んだことがある 興味はあるが実際に行動したことはない

全く興味がない 不動産投資に対して悪いイメージを持っている

不動産投資に少なからず興味を持っている層が3.1㌽UP

(n=13207)

(n=11794)
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男性 1.1 4.5 5.4 31.8 34.5 22.7

女性 0.4 2.0 2.6 32.6 44.6 17.7

25～29歳 1.6 3.0 4.3 42.4 32.5 16.2

30～39歳 0.6 3.8 4.5 36.0 35.7 19.5

40～49歳 0.5 2.2 3.0 33.9 41.4 19.0

50～59歳 0.4 2.3 3.1 25.2 47.5 21.4

60～69歳 1.0 3.5 2.6 23.8 51.6 17.4

北海道 0.3 3.2 3.2 28.8 46.1 18.3

東北 0.6 2.2 3.9 30.5 44.2 18.5

関東 0.7 3.1 3.9 32.7 40.0 19.6

中部 0.4 2.4 2.7 31.0 42.6 20.8

関西 0.5 2.8 3.1 32.6 41.5 19.5

中国・四国 0.8 1.4 3.2 33.5 44.0 17.1

九州・沖縄 1.0 2.8 3.0 35.8 42.0 15.4

500万円未満 0.6 1.7 2.8 33.8 42.8 18.3

500～700万円未満 0.7 2.8 3.6 34.7 38.7 19.4

700～1,000万円未満 0.5 4.1 4.6 36.7 35.5 18.6

1,000～2,000万円未満 1.0 8.0 7.2 31.7 34.4 17.6

2,000万円以上 4.8 12.1 12.9 29.8 23.4 16.9
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-0.1 -0.5 -0.5 2.8 -2.4 0.6

-0.3 -0.2 -0.8 5.4 0.8 -4.9

-0.9 -1.9 -1.6 7.2 0.9 -3.8

-0.5 0.3 -0.4 5.5 -1.1 -3.7

-0.1 -0.2 -0.9 6.1 -0.6 -4.3
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0.6 -0.3 -0.5 2.0 -1.1 -0.8

-0.7 1.3 -0.3 7.3 -3.2 -4.5
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-0.3 0.3 -0.3 6.8 -1.6 -4.9

-0.2 -0.7 -1.1 5.4 0.0 -3.4

-0.4 -0.3 -1.4 5.3 -2.0 -1.4

-0.3 -0.3 -1.0 5.0 -0.3 -3.1

-0.4 0.9 0.6 0.6 0.3 -2.2

0.8 -4.0 2.4 0.8 2.4 -2.5
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③【一般】不動産投資をしていない理由

投資に興味がない⇒費用がない

不動産投資に対して非接触的な層に絞って、不

動産投資をしていない理由（最も当てはまるもの

をひとつ）を尋ねたました。

この結果、「投資する費用が高い（投資にかけ

る預貯金がない）」が32.2％でもっとも高く、前

年１位だった「投資そのものに興味がない」

（28.3%）を上回りました。

不動産投資に対する興味は持ち始めて情報収

集しているものの、費用の面から投資行動を控

えている様子をうかがうことができます。この

証左として、「不動産の知識が無い、難しいと

思っている」「他の投資を実施している」「他

の投資を検討している」が前年よりも増えてい

ます。

各属性の変動（今年ー前年）
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投資する費用が高い（投資にかける預貯金がない）

投資そのものに興味がない

不動産の知識が無い、難しいと思っている

資産価値や家賃が下がるリスクがある

ネガティブな報道を度々目にする

利回りが悪い

地震などの災害

強引な営業を受けた経験がある

少子高齢化

知り合いから良い評判を聞かない

不動産投資を失敗した

他の投資を実施している

他の投資を検討している

その他

Q3.あなたが不動産投資をしていない理由として、最もあてはまる理由をお知ら

せください。
※「興味はあるが実際に行動したことはない」「全く興味がない」「不動産投資に悪いイメージをもっている」と回答した人

2022年

2021年

(n=12759)

(n=10834)

「投資そのものに興味がない」が減り、「投資する費用がない」が増加
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属性別にみると、年代が若いほど「投資する費

用が高い（投資にかける預貯金がない）」の比率

が高いことが確認できます。経年でみると、

「投資する費用が高い（投資にかける預貯金が

ない）」は、どの年代でも前年から増加してい

ます。
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男性 32.6 23.3 9.7 10.8 3.6 2.9 1.6 2.1 1.5 0.7 0.4 7.2 3.1 0.5

女性 32.0 30.2 13.4 9.9 2.8 1.6 1.6 0.6 0.7 0.7 0.2 3.3 2.3 0.5

25～29歳 37.5 23.8 13.0 7.5 2.9 3.5 1.4 0.5 1.0 1.0 0.1 3.3 3.8 0.7

30～39歳 34.1 26.4 13.7 9.9 2.4 2.6 1.4 0.8 1.0 0.6 0.3 3.6 2.8 0.4

40～49歳 33.3 28.3 12.6 9.5 3.1 1.9 1.6 1.2 0.9 0.7 0.1 3.8 2.4 0.5

50～59歳 28.6 31.3 11.1 11.7 3.9 1.5 1.3 1.2 1.0 0.9 0.2 4.5 2.2 0.6

60～69歳 25.6 30.3 10.3 12.7 3.0 0.9 2.6 0.8 0.8 0.7 1.0 8.7 2.0 0.6

北海道 29.9 36.6 13.4 6.7 2.2 1.7 1.2 0.5 0.2 0.3 0.3 4.0 2.0 1.0

東北 36.1 27.2 11.4 9.1 2.9 1.3 1.9 0.9 0.9 0.7 0.3 4.3 2.3 0.7

関東 31.8 26.0 12.1 11.2 3.2 2.3 1.8 1.4 1.0 1.0 0.3 4.7 2.8 0.5

中部 32.5 29.4 13.5 9.3 2.8 2.0 1.3 0.9 0.8 0.5 0.1 4.4 2.1 0.3

関西 30.8 29.0 11.8 11.6 3.3 1.5 1.7 0.8 1.0 0.4 0.3 4.5 2.5 0.7

中国・四国 31.3 31.3 13.8 7.3 3.1 2.0 1.4 0.6 1.2 1.0 0.1 3.8 2.5 0.4

九州・沖縄 35.9 29.7 11.2 8.3 2.6 2.2 1.2 0.6 0.9 0.9 0.5 2.7 2.5 0.6

500万円未満 38.0 27.6 11.8 8.2 2.4 1.7 1.8 0.6 0.8 0.7 0.3 3.3 2.2 0.6

500～700万円未満 32.7 24.1 12.5 11.9 3.8 2.6 1.4 1.5 1.2 0.5 0.2 4.4 2.7 0.6

700～1,000万円未満 30.5 19.6 14.8 13.6 4.3 1.8 1.8 1.9 1.0 0.9 0.3 6.5 2.6 0.4

1,000～2,000万円未満 21.1 19.6 15.8 16.9 3.2 3.2 1.2 1.4 1.4 1.3 0.4 9.9 4.2 0.3

2,000万円以上 14.6 21.4 11.7 18.4 8.7 5.8 3.9 - - 2.9 - 8.7 2.9 1.0

年収

性別

年代

居住地

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％

各属性の変動（今年ー前年）
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産

価

値

や

家

賃

が

下

が

る

リ

ス

ク

が

あ

る

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

な

報

道

を

度

々

目

に

す

る

利

回

り

が

悪

い

地

震

な

ど

の

災

害

強

引

な

営

業

を

受

け

た

経

験

が

あ

る

少

子

高

齢

化

知

り

合

い

か

ら

良

い

評

判

を

聞

か

な

い

不

動

産

投

資

を

失

敗

し

た

他

の

投

資

を

実

施

し

て

い

る

他

の

投

資

を

検

討

し

て

い

る

そ

の

他

男性 3.7 -5.3 2.0 -0.4 -0.3 0.0 -0.3 0.0 -0.2 0.1 0.2 0.0 0.7 -0.2

女性 2.7 -4.5 1.9 -0.9 -0.7 -0.3 0.2 0.1 -0.1 0.1 0.0 0.7 0.6 -0.1

25～29歳 2.7 -7.6 0.9 -0.9 0.1 0.7 -0.6 -0.1 0.7 0.4 1.5 1.8 0.2

30～39歳 2.9 -6.6 2.7 1.3 -0.2 -0.5 -0.1 -0.1 -0.2 0.0 0.4 0.4 -0.3

40～49歳 2.3 -4.2 2.9 -1.8 -0.4 -0.2 0.4 0.3 0.1 0.1 -0.1 0.1 0.7 -0.1

50～59歳 3.5 -2.3 1.0 -0.4 -1.3 0.0 0.1 -0.3 -0.4 0.2 -0.9 0.5 0.1

60～69歳 5.1 -3.4 0.1 -2.0 -1.5 -0.3 -0.1 -0.2 -0.7 -0.1 0.0 2.4 0.5 0.0

北海道 3.5 -4.8 4.8 -2.5 -1.3 -1.2 -0.8 0.1 -0.6 0.1 1.1 0.6 0.8

東北 7.1 -9.6 0.9 -0.1 0.2 -0.5 0.6 0.2 -0.2 -0.2 0.9 0.7 -0.2

関東 2.5 -5.2 2.1 -0.8 -0.4 -0.1 0.4 0.3 -0.2 0.2 0.1 0.6 0.9 -0.3

中部 4.5 -3.3 3.1 -2.1 -0.8 -0.5 0.1 -0.3 -0.2 0.0 -0.1 -0.3 0.0 -0.1

関西 2.0 -3.1 0.6 0.6 -0.4 -0.2 -0.5 0.0 0.2 -0.1 0.0 0.3 0.3 0.3

中国・四国 -0.3 -5.9 3.5 -0.5 -0.4 -0.4 0.6 0.3 0.2 0.4 1.4 0.9 -0.2

九州・沖縄 5.1 -3.3 0.2 -0.1 -2.1 0.6 -0.6 -0.3 -0.5 0.4 0.4 -1.0 0.9 0.2

500万円未満 4.9 -5.0 1.9 -1.5 -0.9 -0.4 0.3 0.0 -0.3 0.2 0.1 0.1 0.7 0.0

500～700万円未満 1.6 -4.1 1.8 1.3 -0.4 0.0 -0.8 0.4 0.3 -0.4 0.0 0.0 0.3 0.0

700～1,000万円未満 2.3 -3.9 1.5 -1.4 -0.2 -0.4 0.4 0.2 0.1 0.0 0.1 1.2 0.2 -0.2

1,000～2,000万円未満 -0.3 -6.1 5.2 0.7 -1.3 -0.3 -1.4 -0.8 -0.3 0.5 0.3 1.6 2.3 -0.3

2,000万円以上 -0.5 -13.5 4.7 -7.2 6.4 3.5 1.6 4.0 -0.2

年収

性別

年代

居住地
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02
投資用不動産保有のきっかけ・目的

ネット広告やセミナーをきっかけに不動産投資を始める比率が増加
20代～30代の運用目的 「老後の年金対策」や「所得税・住民税対策」が増加

④不動産投資をはじめたきっかけ

営業電話が減りネット広告が大きく増加

投資用不動産所有者に絞って、不動産投資を

始めたきっかけを尋ねたところ、「パソコン・

スマホ等の広告」が20.3％でもっとも高い結果で

した。昨年に１位だった「家族や友人からの口

コミ」は、今年は僅差ながら3位になりました。

「営業の電話がかかってきた」や、マス広告の

「テレビCM、ラジオ、新聞、雑誌」は減少傾向

にある一方、「セミナー」は増加。パソコン・

スマホ等の広告やセミナーに参加をきっかけに

情報収集して不動産投資を始めるスタイルが拡

がっているようです。

20.3

20.0

19.8

12.8

8.0

3.0

3.0

1.3

10.0

2.0

14.5

19.8

22.3

14.5

6.0

4.5

2.3

1.5

11.8

3.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

パソコン・スマホ等の広告

自分もしくは親族の土地を持っていた

家族や友人からの口コミ

営業の電話がかかってきた

セミナー

テレビCM、ラジオ、新聞、雑誌

店頭、店内

折り込みチラシ

わからない・覚えていない

その他

Q4.あなたが不動産投資をはじめたきっかけをお知らせください。（n=400）

2022年

2021年

ネット広告が約6㌽増加して1位に
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属性別にみると、若年代は「家族や友人から

の口コミ」が高く、年代があがると「自分もし

くは親族の土地を持っていた」が高くなる傾向

がみられます。おおむね50代前後から相続が

本格化するものと考えられます。20代～30代

は、経年でみると「パソコン・スマホ等の広

告」が1割前後増えており、ネット広告がきっか

けになった投資行動が増えているようです。

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％

各属性の変動（今年ー前年）

男性 8.5 -0.5 -0.5 0.0 1.5 -3.5 -0.5 1.5 -4.5 -2.0

女性 3.0 1.0 -4.5 -3.5 2.5 0.5 2.0 -2.0 1.0 0.0

25～29歳 7.7 -3.9 0.0 -11.6 1.9 0.0 7.7

30～39歳 11.6 2.5 -14.2 -0.9 5.0 -1.7 -0.8 0.9 -3.3 0.8

40～49歳 1.7 -0.9 2.5 -1.7 2.5 -2.5 3.4 0.0 -5.0 0.0

50～59歳 0.0 3.7 3.7 3.7 -3.7 0.0 0.0 -1.9 -5.5

60～69歳 5.6 -1.8 3.7 0.0 0.0 -1.9 -3.7 0.0 -3.7

北海道 4.5 -36.3 -4.6 0.0 4.5

東北 25.0 -18.1 -9.7 11.1 -11.1

関東 7.6 1.1 -1.8 -4.5 3.6 -3.8 0.2 -0.4 -0.1 -1.8

中部 4.1 -7.9 7.8 0.2 -1.5 1.2 -11.1 -0.7

関西 -2.6 0.0 2.6 1.3 0.0 2.6 1.3 -5.2 0.0

中国・四国 5.9 10.6 -39.9 10.6 10.6 10.6 10.6

九州・沖縄 0.3 14.0 2.2 -6.6 -9.5 -1.8 -0.9 3.2

500万円未満 8.1 -5.1 -8.1 0.4 -0.4 0.8 1.3 -1.4 0.5

500～700万円未満 4.2 6.7 -2.0 -11.7 3.3 -6.1 0.1 -0.3 0.1

700～1,000万円未満 8.1 3.5 0.3 -2.1 3.5 -2.2 -5.6 -1.0 -1.1

1,000～2,000万円未満 6.0 -4.4 -1.3 3.4 1.1 0.8 -0.5 -3.4 -1.8

2,000万円以上 -9.4 3.9 6.7 1.1 6.1 -9.4

性別

年代

居住地

年収

パ

ソ

コ

ン

・

ス

マ

ホ

等

の

広

告

自

分

も

し

く

は

親

族

の

土

地

を

持

っ

て

い

た

家

族

や

友

人

か

ら

の

口

コ

ミ

営

業

の

電

話

が

か

か

っ

て

き

た

セ

ミ

ナ

ー

テ

レ

ビ

C

M

、

ラ

ジ

オ

、

新

聞

、

雑

誌

店

頭

、

店

内

折

り

込

み

チ

ラ

シ

わ

か

ら

な

い

・

覚

え

て

い

な

い

そ

の

他

男性 25.0 16.0 19.0 14.5 8.5 3.5 2.0 2.0 8.0 1.5

女性 15.5 24.0 20.5 11.0 7.5 2.5 4.0 0.5 12.0 2.5

25～29歳 26.9 3.8 30.8 11.5 3.8 3.8 3.8 - 15.4 -

30～39歳 28.3 9.2 22.5 13.3 10.8 3.3 1.7 1.7 6.7 2.5

40～49歳 17.5 20.8 18.3 10.8 9.2 3.3 4.2 0.8 12.5 2.5

50～59歳 13.0 35.2 16.7 18.5 5.6 - 3.7 1.9 3.7 1.9

60～69歳 9.3 42.6 9.3 11.1 5.6 3.7 1.9 1.9 13.0 1.9

北海道 22.7 13.6 18.2 4.5 9.1 4.5 - 4.5 13.6 9.1

東北 33.3 11.1 11.1 27.8 - - 11.1 - 5.6 -

関東 23.8 22.7 17.8 9.2 11.4 1.1 2.2 1.1 9.2 1.6

中部 17.6 13.7 29.4 13.7 5.9 3.9 3.9 2.0 7.8 2.0

関西 14.3 18.2 23.4 20.8 2.6 6.5 2.6 - 10.4 1.3

中国・四国 15.4 15.4 7.7 15.4 15.4 15.4 - - 15.4 -

九州・沖縄 11.8 29.4 17.6 8.8 5.9 - 5.9 2.9 14.7 2.9

500万円未満 25.0 11.0 19.0 14.0 3.0 5.0 4.0 3.0 13.0 3.0

500～700万円未満 19.2 20.5 20.5 9.6 9.6 1.4 5.5 1.4 11.0 1.4

700～1,000万円未満 22.7 15.9 20.5 14.8 10.2 3.4 1.1 - 9.1 2.3

1,000～2,000万円未満 17.7 28.1 20.8 12.5 11.5 2.1 2.1 - 3.1 2.1

2,000万円以上 5.6 38.9 16.7 11.1 11.1 5.6 - 5.6 5.6 -

性別

年代

居住地

年収
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⑤不動産投資の目的

資産運用目的が大半

投資用不動産所有者に、不動産投資をはじめ

た目的（もっともあてはまるもの）を尋ねたと

ころ、「資産運用」が64.8％で大半を占めてい

ました。「資産運用」は前年の67.3％から2.5㌽

減少しています。「老後の年金対策」が19.0％

で続いており、これは前年より0.5㌽上昇しまし

た。属性別にみると、20代～30代は「資産運

用」が大半を占めるものの、経年では「老後の

年金対策」や「所得税・住民税対策」が増えて

います。将来不安が強いことと、少しでも節税

に繋げたいという意識が若い世代で拡がってい

る可能性が考えられます。

64.8

19.0

4.3

4.3

4.3

2.0

1.5

67.3

18.5

3.8

4.3

3.3

2.5

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

資産運用

老後の年金対策

生命保険の代用（団体信用生命保険）

所得税・住民税対策

相続税対策

お子様のお住まいとして

その他

Q5.あなたが不動産投資を始めた目的として、もっともあてはまるものをひとつ

選んでください。（n=400）

2022年

2021年

資

産

運

用

老

後

の

年

金

対

策

生

命

保

険

の

代

用

（

団

体

信

用

生

命

保

険

）

所

得

税

・

住

民

税

対

策

相

続

税

対

策

お

子

様

の

お

住

ま

い

と

し

て

そ

の

他

男性 61.5 21.0 7.0 5.0 3.5 1.5 0.5

女性 68.0 17.0 1.5 3.5 5.0 2.5 2.5

25～29歳 63.5 17.3 9.6 9.6 - - -

30～39歳 66.7 18.3 3.3 4.2 1.7 3.3 2.5

40～49歳 65.0 16.7 5.8 3.3 5.8 3.3 -

50～59歳 81.5 13.0 1.9 1.9 - - 1.9

60～69歳 44.4 33.3 - 3.7 14.8 - 3.7

北海道 68.2 18.2 4.5 4.5 4.5 - -

東北 50.0 33.3 11.1 5.6 - - -

関東 61.6 22.2 3.8 4.9 4.9 2.2 0.5

中部 64.7 11.8 9.8 5.9 3.9 2.0 2.0

関西 75.3 11.7 1.3 3.9 3.9 1.3 2.6

中国・四国 53.8 46.2 - - - - -

九州・沖縄 67.6 11.8 2.9 - 5.9 5.9 5.9

500万円未満 65.0 21.0 6.0 3.0 2.0 1.0 2.0

500～700万円未満 61.6 21.9 4.1 6.8 2.7 - 2.7

700～1,000万円未満 68.2 15.9 4.5 4.5 3.4 2.3 1.1

1,000～2,000万円未満 63.5 19.8 4.2 3.1 6.3 2.1 1.0

2,000万円以上 77.8 5.6 - 11.1 5.6 - -

性別

年代

居住地

年収

資

産

運

用

老

後

の

年

金

対

策

生

命

保

険

の

代

用

（

団

体

信

用

生

命

保

険

）

所

得

税

・

住

民

税

対

策

相

続

税

対

策

お

子

様

の

お

住

ま

い

と

し

て

そ

の

他

-6.5 3.0 2.0 1.5 0.5 -0.5 0.0

1.5 -2.0 -1.0 -1.5 1.5 -0.5 2.0

-3.8 3.8 1.9 5.8

-6.6 3.3 -0.9 0.9 -1.6 2.5

-1.7 -4.1 3.3 -0.9 4.1 0.0

14.8 -3.7 0.0 -1.8

-11.2 5.5 -3.7 11.1 1.8

4.6 0.0 -4.6 -4.6

-29.2 25.0 -2.7

-5.1 2.1 -0.1 1.0 2.0 0.2 0.0

-5.6 1.0 4.4 3.2 1.2 -3.4 -0.7

10.4 -9.1 -1.3 -1.3 -1.3 0.0

-3.3 17.6

-5.5 0.3 -0.9 -1.8

-7.9 5.7 1.8 0.5 -1.4 0.2 1.2

-8.4 0.6 1.6 4.3 0.2

9.8 -7.7 0.0 -3.4 2.3 -2.2

-1.4 1.6 -1.0 1.8 -0.2 -0.5 -0.3

2.8 -4.4 6.1

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％ 各属性の変動（今年ー前年）



36.0

25.0

16.0

14.3

11.3

6.8

5.3

3.5

3.0

2.5

2.0

2.0

1.8

1.8

1.8

27.3

21.5

16.3

23.8

14.8

4.3

6.5

3.0

5.5

2.5

5.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

ワンルーム区分マンション

戸建て

ファミリー向け区分マンション

一棟アパート

一棟マンション

賃貸併用住宅

事務所・店舗

物流・倉庫

シェアハウス

一棟ビル

商業施設

海外不動産

ホテル

データセンター

その他

Q6.あなたが保有している投資用物件の種別をお知らせください。

（複数選択）

2022年

2021年

9

03
不動産投資家の注目エリア・物件

保有物件 ワンルーム区分マンションが増加、一棟から区分へシフト
注目エリア 高所得層は人口動態にあわせて都心23区や横浜・川崎に注目

⑥保有している物件

ワンルーム区分マンションが大幅増加

投資用不動産保有者に保有している物件の種

別を尋ねたところ、「ワンルーム区分マンショ

ン」（36.0％）が前年に続いて1位、比率も前年

から大幅に増加しています。一方、前年は2位

だった「一棟アパート」は14.3％にとどまりま

した。「一棟マンション」も低下傾向にあり、

個人の不動産投資行動は、一棟から区分にシフ

トしたことが分かりました。都区部を中心にマ

ンションの高騰が続いているため、購入しやす

さと運用益への期待から区分単位で投資を進め

ていると考えられます。

*

*

＊今回調査からの新項目
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属性別にみると、若年代は「ワンルーム区分

マンション」の比率が高い傾向が確認できま

す。

居住地別にみると、関東、中部、関西、九

州・沖縄は「ワンルーム区分マンション」が

もっとも高い一方、北海道や中国・四国は

「戸建て」の比率が高い結果です。年収別にみ

ると、年収が高いほど「ワンルーム区分マン

ション」の保有比率が高いことがわかります。

年収が高い層は様々な物件を保有しているよう

で、ポートフォリオバランスを意識していると

みられます。

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％

各属性の変動（今年ー前年）

ワ

ン

ル

ー

ム

区

分

マ

ン

シ

ョ

ン

戸

建

て

フ

ァ

ミ

リ

ー

向

け

区

分

マ

ン

シ

ョ

ン

一

棟

ア

パ

ー

ト

一

棟

マ

ン

シ

ョ

ン

賃

貸

併

用

住

宅

事

務

所

・

店

舗

物

流

・

倉

庫

シ

ェ

ア

ハ

ウ

ス

一

棟

ビ

ル

商

業

施

設

海

外

不

動

産

ホ

テ

ル

デ

ー

タ

セ

ン

タ

ー

そ

の

他

男性 37.5 23.0 17.5 14.5 12.5 8.0 6.0 3.5 4.0 3.0 2.0 1.5 2.5 2.0 1.0

女性 34.5 27.0 14.5 14.0 10.0 5.5 4.5 3.5 2.0 2.0 2.0 2.5 1.0 1.5 2.5

25～29歳 42.3 11.5 23.1 11.5 13.5 7.7 7.7 1.9 7.7 - - - 3.8 - 1.9

30～39歳 42.5 20.8 14.2 14.2 10.8 10.0 3.3 3.3 3.3 3.3 1.7 2.5 2.5 1.7 0.8

40～49歳 30.8 34.2 14.2 9.2 11.7 6.7 7.5 5.8 3.3 2.5 2.5 1.7 1.7 3.3 1.7

50～59歳 25.9 24.1 20.4 22.2 13.0 1.9 3.7 1.9 - 1.9 3.7 1.9 - - -

60～69歳 37.0 27.8 13.0 20.4 7.4 3.7 3.7 1.9 - 3.7 1.9 3.7 - 1.9 5.6

北海道 27.3 45.5 27.3 18.2 18.2 - 4.5 4.5 4.5 4.5 - 4.5 4.5 4.5 -

東北 27.8 27.8 5.6 27.8 5.6 - - 5.6 - - - - - 11.1 -

関東 42.2 21.1 15.7 14.1 7.6 7.0 3.2 1.1 3.2 2.7 2.2 2.2 1.6 0.5 2.2

中部 29.4 21.6 15.7 11.8 21.6 7.8 17.6 7.8 3.9 3.9 3.9 2.0 3.9 2.0 2.0

関西 35.1 26.0 15.6 13.0 10.4 7.8 3.9 5.2 2.6 1.3 1.3 1.3 - - 1.3

中国・四国 38.5 53.8 15.4 - 15.4 - 7.7 7.7 - - - - - 7.7 7.7

九州・沖縄 23.5 23.5 17.6 17.6 14.7 11.8 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 -

500万円未満 24.0 32.0 18.0 12.0 10.0 10.0 4.0 3.0 2.0 1.0 3.0 1.0 2.0 4.0 1.0

500～700万円未満 39.7 23.3 8.2 16.4 11.0 2.7 5.5 - 1.4 2.7 1.4 1.4 - 1.4 2.7

700～1,000万円未満 31.8 27.3 15.9 17.0 6.8 5.7 3.4 4.5 5.7 1.1 2.3 1.1 1.1 1.1 2.3

1,000～2,000万円未満 43.8 24.0 19.8 11.5 12.5 5.2 8.3 6.3 1.0 4.2 1.0 3.1 2.1 - 1.0

2,000万円以上 66.7 5.6 27.8 27.8 27.8 5.6 11.1 5.6 16.7 5.6 5.6 5.6 5.6 5.6 -

性別

年代

居住地

年収

男性 8.0 4.5 0.0 -12.0 -1.5 3.5 -2.0 3.5 1.0 -5.5 2.0 -1.5 2.5 2 -5

女性 9.5 2.5 -0.5 -7.0 -5.5 1.5 -0.5 3.5 -1.0 -0.5 2.0 0.5 1.0 1.5 -2

25～29歳 9.6 -3.9 5.8 -11.6 -9.6 1.9 3.9 1.9 -1.9 3.8

30～39歳 15.0 3.3 1.7 -14.1 -7.5 4.2 -1.7 3.3 0.0 0.0 1.7 -3.3 2.5 1.7 -2.5

40～49歳 5.0 9.2 1.7 -12.5 -0.8 5 0.0 5.8 0.8 -1.7 2.5 1.7 3.3 -5.8

50～59歳 1.8 -7.4 0.0 0.0 3.7 -3.7 -11.1 1.9 -5.5 3.7 0

60～69歳 9.2 9.3 -14.8 0.0 -1.9 0 1.8 1.9 -1.9 1.9 1.8 1.9 -5.5

北海道 18.2 9.1 -45.4 -18.2 4.5 -13.7 -4.6 4.5 4.5

東北 19.5 -9.7 -6.9 -5.5 -15.2 5.6 11.1

関東 10.3 0.5 -2.4 -8.0 -2.2 3.1 -1.7 1.1 1.7 -2.2 2.2 0.7 1.6 0.5 -2.2

中部 15.9 5.4 7.6 -7.1 2.7 5.1 9.5 7.8 -6.9 -1.5 3.9 3.9 2 -0.7

関西 2.6 6.5 -3.9 -7.8 -7.8 3.9 -9.1 5.2 0.0 -3.9 1.3 -2.6 -6.5

中国・四国 29.0 34.8 -3.6 -8.4 2.9 7.7 7.7 -1.8

九州・沖縄 -11.1 0.4 6.1 -1.6 -0.7 8 -0.9 2.9 -8.6 -0.9 2.9 -0.9 2.9 2.9

500万円未満 6.2 4.9 6.1 -11.7 -3.6 5.8 -1.9 3.0 0.3 -4.1 3.0 -0.7 2.0 4 -3.2

500～700万円未満 0.9 12.0 -9.3 -7.4 -5.3 -2.3 -2.0 -2.4 0.2 1.4 -3.6 1.4 -1.1

700～1,000万円未満 -0.8 3.7 -1.0 -3.2 -6.7 0.1 -1.1 4.5 2.3 -3.4 2.3 1.1 1.1 -1.1

1,000～2,000万円未満 20.4 3.2 2.9 -15.8 -7.0 1.3 0.5 6.3 -1.6 -4.9 1.0 0.5 2.1 -8.1

2,000万円以上 41.7 -19.4 -12.2 12.8 12.8 1.1 5.6 6.7 -9.4 5.6 -4.4 5.6 5.6

性別

年代

居住地

年収
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⑦興味のある投資用物件（今年のみ）

ワンルーム区分マンションに強い興味

投資用不動産所有者に、興味を持っている投

資用物件の種別を尋ねたところ、「ワンルーム

区分マンション」がもっとも多く38.6％でし

た。これに「ファミリー向け区分マンション」

「一棟マンション」「戸建て」が続いており、レ

ジデンス物件が上位を占めています。

レジデンス以外では、「事務所・店舗」が

6.0％で高く、「物流・倉庫」が5.0％で次いでい

ます。コロナ禍で電子商取引が増加したこともあ

り、興味を持たれている可能性が考えられます。

38.6

23.0

19.8

17.6

17.0

8.2

7.4

6.0

5.0

4.2

4.0

3.8

3.6

1.6

0.2

15.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

ワンルーム区分マンション

ファミリー向け区分マンション

一棟マンション

戸建て

一棟アパート

賃貸併用住宅

シェアハウス

事務所・店舗

物流・倉庫

商業施設

ホテル

海外不動産

一棟ビル

データセンター

その他

いずれも興味を持っていない

Q7.あなたが興味を持っている投資用物件の物件種別をお知らせください。

（複数選択）（n=400）

ワ

ン

ル

ー

ム

区

分

マ

ン

シ

ョ

ン

フ

ァ

ミ

リ

ー

向

け

区
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ン

シ

ョ

ン

一

棟

マ

ン

シ

ョ

ン

戸

建

て

一

棟

ア

パ

ー

ト

賃

貸

併

用

住

宅

シ

ェ

ア

ハ

ウ

ス

事

務

所

・

店

舗

物

流

・

倉

庫

商

業

施

設

ホ

テ

ル

海

外

不

動

産

一

棟

ビ

ル

デ

ー

タ

セ

ン

タ

ー

そ

の

他

い

ず

れ

も

興

味

を

持

っ

て

い

な

い

男性 42.4 23.2 25.2 18.4 19.2 9.6 8.0 6.0 6.4 4.8 5.6 4.0 5.2 2.4 0.4 10.8

女性 34.8 22.8 14.4 16.8 14.8 6.8 6.8 6.0 3.6 3.6 2.4 3.6 2.0 0.8 - 19.2

25～29歳 34.4 28.1 25.0 17.2 12.5 10.9 15.6 10.9 4.7 7.8 9.4 1.6 9.4 3.1 - 10.9

30～39歳 42.0 22.0 21.3 17.3 19.3 14.7 10.0 9.3 7.3 7.3 4.0 6.0 3.3 2.0 - 14.7

40～49歳 39.3 19.3 22.0 18.7 16.0 2.7 5.3 2.7 6.0 2.7 3.3 2.0 1.3 2.0 - 14.0

50～59歳 30.9 25.0 17.6 14.7 25.0 7.4 4.4 4.4 - - 4.4 1.5 2.9 - - 14.7

60～69歳 41.2 26.5 8.8 19.1 10.3 4.4 1.5 2.9 2.9 1.5 - 7.4 4.4 - 1.5 22.1

北海道 25.0 33.3 29.2 25.0 20.8 8.3 4.2 4.2 4.2 4.2 8.3 4.2 4.2 - - 12.5

東北 16.7 8.3 20.8 16.7 20.8 8.3 - - 4.2 4.2 4.2 - - 4.2 - 20.8

関東 48.3 25.4 17.2 15.9 15.5 8.2 6.9 3.0 2.2 2.6 2.6 3.9 3.0 0.9 0.4 12.1

中部 29.7 17.2 21.9 18.8 12.5 6.3 9.4 4.7 6.3 6.3 4.7 6.3 6.3 - - 20.3

関西 37.8 26.5 21.4 15.3 17.3 7.1 8.2 12.2 9.2 8.2 7.1 2.0 4.1 3.1 - 16.3

中国・四国 21.1 31.6 26.3 47.4 21.1 10.5 10.5 15.8 15.8 5.3 5.3 10.5 5.3 5.3 - 15.8

九州・沖縄 28.2 7.7 17.9 12.8 25.6 12.8 10.3 10.3 5.1 - - 2.6 2.6 2.6 - 17.9

500万円未満 31.1 19.7 20.5 15.9 13.6 9.1 7.6 8.3 6.8 3.0 4.5 1.5 3.0 1.5 0.8 14.4

500～700万円未満 38.0 21.7 18.5 18.5 17.4 6.5 2.2 4.3 - 1.1 1.1 4.3 1.1 1.1 - 15.2

700～1,000万円未満 39.7 22.4 19.8 21.6 18.1 10.3 11.2 6.9 4.3 5.2 3.4 3.4 3.4 1.7 - 15.5

1,000～2,000万円未満 48.1 29.8 17.3 20.2 19.2 6.7 6.7 4.8 7.7 5.8 3.8 6.7 2.9 2.9 - 8.7

2,000万円以上 50.0 27.8 22.2 5.6 22.2 - 11.1 5.6 16.7 22.2 11.1 11.1 27.8 - - 5.6

性別

年代

居住地

年収
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⑧興味のあるエリア

都区部を中心に首都圏に強い関心

投資用不動産所有者に、興味を持っている投

資用物件のエリアを尋ねたところ、「東京その

他23区」「東京都心5区」が3割弱を占めていま

す。

これに「東京都市部」「横浜・川崎エリア」

が続いています。これら上位のエリアは、いず

れも前年よりも回答比率が増えています。

また、全体的にどのエリアも前年より比率が

高くなる傾向が見られますが、「大阪府」「そ

の他関東」「京都府」「東海地方」は前年より

も比率が減少しました。

27.4

26.4

13.2

11.8

11.4

8.2

7.8

6.4

5.8

5.0

4.8

4.6

3.6

3.4

3.0

19.2

24.8

21.5

8.3

7.3

12.3

9.0

4.8

5.5

4.5

5.5

5.5

4.5

0.8

3.3

1.5

15.5

0.0 10.0 20.0 30.0

東京その他23区

東京都心5区（千代田区、中央区、港区、渋谷区、新宿

区）

東京都市部

横浜・川崎エリア

大阪府

その他関東

九州・沖縄

その他関西（兵庫県・奈良県・滋賀県・和歌山県）

神奈川その他

京都府

東海地方

北海道・東北

海外

中国・四国

甲信越・北陸

検討するつもりはない

Q8.あなたがこれから購入を検討したい投資用物件は、どのエリアのものですか。

（複数選択）（n=400）

2022年

2021年



男性 7.2 2.1 7.6 4.4 0.8 1.0 1.0 -0.6 2.4 1.3 1.1 2.5 -0.7 1.4 3.1 0.5

女性 2.6 3.2 2.3 4.7 1.8 -2.6 -2.7 -0.4 -0.6 -2.7 -0.9 0.5 1.0 4.7 2.6 6.9

25～29歳 25.6 -3.1 5.7 5.3 -4.1 2.0 -4.1 2.0 5.9 -2.7 -2.7 1.2 -2.2 2.8 2.6

30～39歳 -3.0 4.7 6.4 4.6 1.0 2.4 0.3 -0.2 1.3 1.5 -1.1 3.9 0.8 4.6 3.6 4.0

40～49歳 4.8 4.0 4.5 6.9 2.3 -0.2 0.0 -1.0 0.2 -4.2 0.2 1.5 -0.6 2.9 6.2

50～59歳 3.6 3.5 3.9 -0.5 1.0 -12.6 0.2 -2.2 -1.2 -2.7 5.5 2.5 5.8

60～69歳 4.3 -0.1 3.2 3.7 5.1 0.0 -3.4 -0.8 -1.2 2.5 -2.7 0.7 -3.6

北海道 -7.2 11.0 7.6 -4.9 0.3 -1.5

東北 16.7 4.1 0.0 -4.1 4.1 -20.8 -4.2

関東 6.4 5.3 6.7 7.4 1.9 -1.9 1.5 -0.3 1.6 -0.7 1.2 0.2 2.3

中部 1.0 6.0 5.1 -0.7 3.6 -0.3 -4.5 -19.8 -2.1 5.1 18.0

関西 11.3 7.8 6.3 5.8 2.8 -0.8 -11.4 0.7 4.7 2.5 -0.6 8.7

中国・四国 1.0 -13.3 -3.8 5.7 11.3 -3.2

九州・沖縄 -12.8 -14.1 -1.2 3.9 25.6 -6.4

500万円未満 -3.6 -0.6 2.3 4.1 4.1 3.2 -1.1 -3.8 -3.0 1.1 -0.7 1.3 1.1 1.5 -0.9 2.8

500～700万円未満 6.8 7.4 -0.4 1.0 -1.6 -2.3 -6.3 -4.1 1.3 -5.3 2.0 2.0 1.6 1.5 2.0 -0.3

700～1,000万円未満 10.4 -2.0 10.2 5.7 -1.9 -1.7 -0.3 3.3 8.4 2.1 3.0 0.6 6.4 4.6

1,000～2,000万円未満 11.8 9.5 8.9 10.2 4.1 -6.9 2.7 1.9 -3.3 -2.4 -4.2 0.6 -3.3 2.8 2.7

2,000万円以上 -0.6 18.9 -3.9 7.2 0.6 -8.9 -4.4 0.6 6.7

性別

年代

居住地

年収
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東

大

阪

府

京

都

府

そ
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関

西

（

兵

庫

県

・

奈

良

県

・

滋

賀

県

・

和

歌

山

県

）

東

海

地

方

北

海

道

・

東

北

甲

信

越

・

北

陸

中

国

・

四

国

九

州

・

沖

縄

海

外

検

討

す

る

つ

も

り

は

な

い

男性 29.2 31.6 15.6 12.4 6.8 10.0 12.0 4.4 8.4 6.8 5.6 4.0 2.8 6.4 3.6 14.0

女性 23.6 23.2 10.8 11.2 4.8 6.4 10.8 5.6 4.4 2.8 3.6 2.0 4.0 9.2 3.6 24.4

25～29歳 39.1 21.9 17.2 18.8 9.4 7.8 9.4 7.8 7.8 3.1 3.1 3.1 1.6 4.7 1.6 14.1

30～39歳 28.7 28.0 14.7 11.3 6.0 10.7 12.0 7.3 8.0 7.3 4.7 4.7 3.3 11.3 5.3 17.3

40～49歳 24.0 30.7 12.0 12.7 4.0 7.3 13.3 4.0 6.0 3.3 6.0 4.0 2.7 8.7 4.0 18.7

50～59歳 22.1 29.4 13.2 8.8 2.9 5.9 13.2 1.5 4.4 2.9 2.9 - 7.4 4.4 - 20.6

60～69歳 19.1 22.1 8.8 7.4 8.8 7.4 5.9 2.9 4.4 5.9 4.4 - 2.9 4.4 4.4 27.9

北海道 29.2 29.2 16.7 25.0 4.2 - 4.2 4.2 - - 45.8 4.2 - 8.3 4.2 16.7

東北 25.0 8.3 8.3 4.2 8.3 8.3 - - - - 29.2 4.2 - - - 25.0

関東 35.3 43.5 19.0 17.2 7.8 13.8 3.0 1.7 2.6 2.2 1.7 0.9 0.9 1.7 3.4 18.5

中部 17.2 14.1 7.8 4.7 6.3 3.1 7.8 6.3 - 23.4 1.6 14.1 3.1 - 7.8 23.4

関西 20.4 14.3 10.2 7.1 4.1 3.1 41.8 16.3 25.5 3.1 - - - 5.1 2.0 20.4

中国・四国 10.5 10.5 - 10.5 - 10.5 - - 5.3 5.3 - 5.3 68.4 - 5.3 15.8

九州・沖縄 10.3 5.1 2.6 - - - 7.7 - - - - 2.6 - 71.8 2.6 12.8

500万円未満 16.7 18.9 9.1 8.3 8.3 8.3 9.1 3.0 3.8 5.3 6.1 3.0 5.3 8.3 0.8 18.9

500～700万円未満 29.3 33.7 10.9 9.8 2.2 6.5 8.7 2.2 7.6 2.2 3.3 3.3 5.4 6.5 3.3 18.5

700～1,000万円未満 28.4 25.0 18.1 14.7 6.0 9.5 12.1 7.8 9.5 4.3 8.6 1.7 2.6 8.6 1.7 18.1

1,000～2,000万円未満 36.5 39.4 15.4 15.4 6.7 8.7 14.4 5.8 5.8 6.7 1.0 1.9 1.9 6.7 9.6 14.4

2,000万円以上 44.4 38.9 11.1 22.2 5.6 - 11.1 5.6 - 5.6 - 11.1 - 5.6 11.1 16.7

性別

年代

居住地

年収
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属性別にみると、年代を問わずに首都圏に対

する興味は強いことが分かります。

一方、居住地別にみると、居住地周辺の物件

に関心が強い傾向があり、投資用物件も“地元”

が好まれるようです。

経年で見ると、20代は「東京都心５区」に対

する興味が大幅に強くなっています。また高所

得者は、人口動態の変化にあわせて「東京その

他23区」や「横浜・川崎エリア」に対する興味

が増しているようです。

属性別クロス集計結果（今年度） ※単位％

各属性の変動（今年ー前年）
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都市政策の専門家 市川宏雄所長による分析結果統括

女性・若年層を中心に不動産投資への興味が増加
依然として根強い都心回帰がマンションの需要を維持か

14

この調査は昨年も行ったもので、コロナ

禍で人々の意識がどう変わったかをみるこ

とができます。

まず、投資への興味については昨年の

41.4％から45.2％に3.8ポイント上昇しまし

た。また、不動産投資に少なからず興味を

持つ人が昨年の36.0％から39.1％にアップ

し、コロナ禍で先行きが不安であるなか

で、不動産の価格維持力を知って不動産投

資は期待が上がっていることが分かります

が、属性別には女性、年代では若年層で不

動産投資に対する興味が増しています。

不動産を求める人の３分の２は資産運用が

目的ですが、老後の年金対策や所得税・住

民税対策を意識する若い世代が増えている

ようです。実際に保有している物件の種別

を尋ねたところ、ワンルーム区分マンショ

ンが多く、比率も前年から大幅に増加して

いるのに対して、一棟アパートや一棟マン

ションが減っています。都区部を中心にマ

ンションの高騰が続いていることが影響し

ています。レジデンス以外では、事務所・

店舗、物流・倉庫がそれぞれ5.0％ぐらいあ

ります。

投資エリアとしては依然として都区部を

中心に首都圏に強い関心があり、とりわけ

20代の若者は「東京都心５区」に対する興

味が増しています。そのなかで、大阪府、

その他関東、京都府、東海地方では前年よ

りも少し下がりました。

かつて10年以上前のリーマンショック、

その後の東日本大震災による経済の低迷と

不動産価格の低下を経験したことから考え

ると、今回のコロナ禍でも似たような傾向

になるのではないかとの予測が当初ありま

した。ところが、結果は不動産価格の低迷

が一時期あったものの、既に上昇局面に移

行しています。コロナ禍で東京からの流失

が起きて人口が減少、その結果、不動産需

要の減少が起きるということにはならな

かったようです。依然として根強い都心回

帰が、ワンルーム区分マンションの需要を

維持しています。これは東京都心だけでな

く、大阪市の都心部にもみられる傾向で

す。



取材可能事項

本件に関して、下記２名へのインタビューが可能です。
ご取材をご希望の際は、グローバル・リンク・マネジメントの経営企画部広報担当まで
お問い合わせください。

会社概要

会社名 ：株式会社グローバル・リンク・マネジメント
会社HP ：https://www.global-link-m.com/
所在地 ：東京都渋谷区道玄坂1丁目12番1号渋谷マークシティウエスト21階
代表者 ：代表取締役社長 金大仲
設立年月日 ：2005年3月
資本金 ：539百万円（2021年12月末現在）
業務内容 ：投資用不動産開発、分譲、販売、仲介
免許登録 ：宅地建物取引業東京都知事(4)第84454号
所属加盟団体 ：(社)東京都宅地建物取引業協会、(社)全国宅地建物取引業保証協会、

(社)全国住宅産業協会、(財)東日本不動産流通機構、(社)首都圏中高層住宅協会

【本件に関する報道関係の皆様からのお問合わせ先】
株式会社グローバル・リンク・マネジメント 経営企画部 広報担当：近藤

TEL：03-6821-5944 MAIL：glmirinfo@global-link-m.com

・氏名 ：市川宏雄（いちかわ ひろお）
・生年月日 ：1947年 東京生まれ（74歳）
・略歴 ：早稲田大学理工学部建築学科、同大学院修士課程、
博士課程（都市計画）を経て、カナダ政府留学生として、カナダ都市
計画の権威であるウォータールー大学大学院博士課程（都市地域計
画）を修了（Ph.D.）。一級建築士。
世界の都市間競争の視点から大都市の将来を構想し、東京の政策には
30年間にわたり関わってきた東京研究の第一人者。
現在、明治大学名誉教授、日本危機管理防災学会・会長、日本テレ
ワーク学会・会長、大都市政策研究機構・理事長、日本危機管理士機
構・理事長、森記念財団都市戦略研究所・業務理事、町田市・未来づ
くり研究所長、Steering Board Member of Future of Urban 
Development and Services Committee, World Economic Forum（ダ
ボス会議）in Switzerlandなど、要職多数。

・氏名 ：金大仲（きむ てじゅん）
・役職 ：株式会社グローバル・リンク・マネジメント代表取締役
・生年月日 ：1974年 横浜生まれ（48歳）
・略歴 ：神奈川大学法学部法律学科卒業。新卒で金融機関に入社。
その後、家業の飲食店を経て大手デベロッパー企業に転職し年間トップセー
ルスを達成。そこでの経験を経て30歳の時に独立し、グローバル・
リンク・マネジメントを設立。
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